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新時代を祝い、屋台の特別曳き揃えも
堀
　

則
　

飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
に
聞
く

ト
ピ
ッ
ク
ス

ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン

６
月
９
日
開
催

山
岳
観
光
道
路

自
転
車
で
走
破

サ
イ
ク
ル
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

充
実
す
る
２
次
交
通

見
ご
た
え
の
あ
る
桜

ま
ち
の
体
験
交
流
館

観光の在り方
新時代の高山

国
内
客
の
減
少
を
外
国
人
が
カ
バ
ー

新
元
号
祝
う
イ
ベ
ン
ト
開
催

市
と
の
観
光
情
報
一
元
化
を
実
現
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江
戸
時
代
の
古
い
町
並
が
観
光
客
の
心
を
引
き
つ
け
る
飛
騨
高
山
（
岐

阜
県
高
山
市
）
。
４
月
中
旬
に
は
春
の
風
物
詩
「
高
山
祭
」
が
開
催
さ
れ

る
が
、今
年
は
皇
太
子
さ
ま
の
新
天
皇
即
位
に
伴
う
新
元
号
制
定
を
祝
い
、

屋
台
の
特
別
曳ひ

き
揃そ

ろ

え
が
行
わ
れ
る
。
平
成
最
後
の
高
山
祭
、
一
見
の
価

値
は
あ
る
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
飛
騨
高
山
の
春
と
こ
れ
か
ら
の
話
題
を
紹
介

す
る
。

昨
年
７
月
オ
ー
プ
ン
し
た
ま
ち
の
体
験
交
流
館

県
指
定
天
然
記
念
物
の
荘
川
桜

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
の
が
桜
。

県
指
定
天
然
記
念
物
の
「
荘
川
桜
」

（
荘
川
町
中
野
）
や
国
指
定
天
然
記

念
物
の
「
臥
龍
桜
」
（
一
之
宮
町
）

な
ど
見
ご
た
え
の
あ
る
桜
が
少
な
く

な
い
。

　
荘
川
桜
は
御
母
衣
ダ
ム
湖
畔
に
立

つ
樹
齢
５
０
０
年
余
の
２
本
の
老
木

だ
。

　
ダ
ム
建
設
に
よ
り
湖
底
に
沈
む
運

命
に
あ
っ
た
が
、
桜
を
愛
す
る
人
々

の
手
に
よ
り
、
世
界
史
上
例
を
見
な

い
大
移
植
事
業
を
経
て
こ
の
地
に
移

さ
れ
た
。
満
開
か
ら
３
日
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
桜
の
美
し
さ
が

際
立
つ
。
見
ご
ろ
は
４
月
下
旬
か
ら

５
月
上
旬
。

　
幹
の
形
が
龍
の
臥
し
た
姿
に
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
臥

龍
桜
。
樹
齢
１
１
０
０
年
余
り
、
枝

張
り

㍍
、
高
さ

㍍
に
お
よ
ぶ
日

本
を
代
表
す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

の
大
樹
。

　
４
月
中
旬
か
ら
臥
龍
公
園
で
「
桜

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
見

物
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　
清
見
町
大
谷
の
西
光
寺
内
に
あ
る

枝
垂
れ
桜
は
、
樹
齢
８
０
０
年
以
上

と
推
定
さ
れ
る
県
下
で
も
珍
し
い
枝

垂
れ
桜
の
巨
木
。
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の

変
種
と
い
わ
れ
、
毎
年
地
表
に
覆
い

被
さ
る
よ
う
に
花
を
咲
か
せ
る
。
見

ご
ろ
は
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
・
中
橋
周
辺
の

桜
、
朝
日
町
青
屋
の
青
屋
神
明
神
社

の
枝
垂
れ
桜
な
ど
、
見
逃
せ
な
い
桜

の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
し

て
い
る
。

　
今
年
も
６
月
９
日
、
８
回
目
と
な

る「
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」

が
開
催
さ
れ
る
。
国
内
屈
指
の
タ
フ

な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
と
い
わ
れ
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
魂
に
火
を
つ
け
る
。
そ
の

距
離
、
何
と
１
０
０
㌔
と

㌔
。

　

㌔
は
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
、
１
０
０

㌔
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
向
け
。
参
加
料

は
１
０
０
㌔
が
１
万
９
千
円
、

㌔

１
万
５
千
円
。
計
３
５
０
０
人
を
募

集
す
る
。
参
加
賞
と
し
て
大
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
完
走
者
に
は
完

走
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
る
。

　
伝
統
息
づ
く
古
い
町
並
や
自
然
豊

か
な
乗
鞍
岳
を
臨
む
コ
ー
ス
を
走
れ

る
の
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
に
与

え
ら
れ
た
特
権
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の

お
も
て
な
し
と
飛
騨
牛
な
ど
地
元
特

産
品
を
堪
能
で
き
る
エ
イ
ド
も
楽
し

み
の
一
つ
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日
に

歳
以

上
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験
の
あ

る
健
康
な
男
女
。
ち
な
み
に
、
第
７

回
の
１
０
０
㌔
の
部
の
優
勝
者
タ
イ

ム
は
、
男
子
が

７
時
間
９
分


秒
、
女
子
は
８

時
間

分
７
秒

だ
っ
た
。

　
参
加
人
数
に

応
じ
た
寄
付
金

を
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
に

寄
付
し
、
世
界

遺
産
の
保
護
や

保
全
に
役
立
て

て
も
ら
う
イ
ベ

ン
ト
で
も
あ

る
。
問
い
合
わ

せ
は
大
会
事
務

局
、
☎
０
１
２

０
（
８
４
６
）

０
２
４
。

　
高
山
市
内
に
昨
年
７
月
、
新
し
い

施
設
「
飛
騨
高
山
ま
ち
の
体
験
交
流

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
民
と
観

光
客
の
交
流
、
伝
統
文
化
や
地
場
産

業
の
振
興
を
図
る
拠
点
だ
。

　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の

旧
森
邸
や
蔵
な
ど
計
４
棟
を
含
む
約

１
９
５
０
平
方
㍍
を
再
整
備
。
交
流

広
場
や
、
し
ょ
う
ゆ
蔵
を
改
装
し
た

カ
フ
ェ
、
観
光
案
内
所
を
併
設
し
た

体
験
交
流
館
な
ど
が
あ
る
。

　
目
玉
の
一
つ
と
な
る
体
験
交
流
館

は
茶
室
・
和
室
や
研
修
室
、
展
示
室

な
ど
を
備
え
、
工
芸
品
の
一
位
一
刀

彫
、
さ
る
ぼ
ぼ
や
着
物
体
験
、
匂
い

袋
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
、
飛
騨
の

伝
統
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
年
３
月
３
日
に
は
、
飛
騨

地
域
の

蔵
元
の
日
本
酒
が
試
飲
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
「
飛
騨
の
蔵
元
　
勢

ぞ
ろ
い
」
（
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
主
催
）
が
開
か
れ

た
。
高
山
、
飛
騨
、
下
呂
３
市
の
蔵

元
の
酒
を
味
わ
い
、
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
の
が
狙
い
。

　
茶
室
・
和
室
、伝
統
文
化
体
験
室
、

研
修
室
の
使
用
料
は
１
時
間
に
付
き

１
０
０
円
。
交
流
広
場
は
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
０
５
７
７
（
７
０
）

８
２
９
０
。

　
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の
南

端
、
高
山
市
と
長
野
県
松
本
市
に
ま

た
が
る
乗
鞍
岳
。
標
高
３
０
２
６
㍍

の
剣
ケ
峰
を
主
峰
と
す
る

の
峰
、

七
つ
の
湖
、
八
つ
の
平
原
が
あ
り
、

壮
大
な
山
岳
風
景
を
形
成
し
て
い

る
。

　
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
高
山
市
か

ら
乗
鞍
畳
平
を
つ
な
ぐ
山
岳
観
光
道

路
。
こ
こ
を
自
転
車
で
一
気
に
走
破

し
よ
う
と
い
う
の
が
「
乗
鞍
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
サ
イ
ク
ル
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」

だ
。

回
目
と
な
る
今
年
は
７
月
７

日
に
実
施
さ
れ
る
。

　
自
転
車
で
走
行
可
能
な
地
点
と
し

て
は
日
本
一
の
高
所
と
な
る
。
ス
タ

ー
ト
地
点
は
標
高
１
３
６
０
㍍
の
殿

下
平
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
山
頂

の
ゴ
ー
ル
地
点
は
２
７
０
２
㍍
。
そ

の
距
離
約

・
４
㌔
で
、
標
高
差
は

１
３
４
２
㍍
、
平
均
勾
配
約
７
・
２

％
。

　
ハ
ー
ド
な
坂
が
ヒ
ル
ク
ラ
イ
マ
ー

の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
闘
争
心
に

火
を
つ
け
る
。

　
今
回
は
、
ｅ
―
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
（
電
動

ア
シ
ス
ト
付
き
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
）

に
よ
る
テ
ス
ト
レ
ー
ス
を
設
定
。
今

後
、
新
た
な
部
門
と
し
て
新
設
で
き

る
か
ど
う
か
を
探
る
。
そ
の
た
め
、

表
彰
は
せ
ず
、
結
果
発
表
だ
け
と
す

る
。

　
参
加
資
格
は
コ
ー
ス
を
競
技
時
間

内
で
完
走
で
き
る
自
信
が
あ
る
、
中

学
生
以
上
の
健
康
な
男
女
。
定
員
は

先
着
１
５
０
０
人
。
参
加
料
（

歳

以
上
、
高
校
生
除
く
）
６
５
０
０
円

か
ら
。

　
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
、
☎
０
５

８
（
２
６
４
）
１
１
５
９
。

　
今
後
の
飛
騨
高
山
の
観
光
を
左
右

す
る
の
が
２
次
交
通
だ
。
「
高
山
が

観
光
地
の
ハ
ブ
化
機
能
を
発
揮
す
る

た
め
に
も
、
２
次
交
通
整
備
は
欠
か

せ
な
い
」
と
堀

則
飛
騨
・
高
山
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
は
力

を
込
め
る
。

　
濃
飛
バ
ス
は
４
月
か
ら
９
月
ま

で
、
高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
―
下

呂
バ
ス
セ
ン
タ
ー
・
下
呂
駅
前
―
馬

籠
（
岐
阜
）
・
妻
籠
（
長
野
）
間
で

バ
ス
を
運
行
す
る
。
高
山
、
下
呂
か

ら
日
帰
り
で
馬
籠
・
妻
籠
観
光
が
で

き
、
高
山
と
は
ま
た
違
っ
た
宿
場
町

の
雰
囲
気
が
楽
し
め
る
。

　
高
山
発
馬
籠
行
き
は
途
中
馬
籠
・

妻
籠
で
、
馬
籠
発
高
山
行
き
は
妻
籠

で
出
発
時
間
ま
で
自
由
に
散
策
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
運
賃
（
大
人
）
は

高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
片

道
３
２
０
０
円
、往
復
５
５
０
０
円
。

　
富
山
県
は
９
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
、
富
山
空
港
と
高
山
駅
を
結
ぶ
直

行
高
速
バ
ス
を
試
験
的
に
走
ら
せ

る
。
全
日
空
羽
田
便
の
利
用
促
進
が

狙
い
で
、
人
気
観
光
地
・
高
山
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と

で
、
東
京
便
の
需
要
掘
り
起
こ
し
に

つ
な
げ
る
の
が
狙
い
と
い
う
。

　
現
在
、
空
港
か
ら
高
山
行
き
の
直

行
バ
ス
は
な
い
。
計
画
で
は
、
直
行

高
速
バ
ス
は
１
日
２
往
復
で
、
世
界

遺
産
で
あ
る
菅
沼
合
掌
造
り
集
落
付

近
を
経
由
す
る
。羽
田
発
富
山
着
１
、

２
便
、
富
山
発
羽
田
着
２
、
４
便
に

そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
。

　
ど
れ
だ
け
の
利
用
が
あ
る
の
か
不

明
だ
が
、
試
験
結
果
が
よ
け
れ
ば
路

線
化
が
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
う
な
れ
ば
高
山
の
存
在
感
が
さ
ら

に
増
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

の
整
備
も
着
々
と
進
む
。

年
に
は

北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
（
福
井
）
ま
で

延
伸
す
る
。
福
井
と
の
距
離
は
グ
ッ

と
近
く
な
り
、
新
た
な
観
光
ル
ー
ト

が
で
き
る
。
２
次
交
通
の
整
備
は
飛

騨
高
山
観
光
に
と
っ
て
追
い
風
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
―
―
高
山
の
観
光
客
の
入
り
込
み

は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
速
報
値
で
す
が
、
２
０
１
８
年

は
４
４
４
万
２
千
人
で
、
前
年
比
４

％
減
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
を
割
っ

た
の
は
久
し
ぶ
り
で
、
Ｊ
Ｒ
高
山
本

線
が
７
月
豪
雨
で
長
期
間
止
ま
っ
た

こ
と
な
ど
が
要
因
と
見
ら
れ
ま
す
」

　
「
外
国
人
宿
泊
者
数
は

万
２
千

人
ほ
ど
で
、８
％
増
と
好
調
で
し
た
。

統
計
上
、
簡
易
宿
所
や
民
泊
は
入
っ

て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
入
れ
る
と
増

加
率
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す
る
で
し
ょ

う
。
国
内
客
の
減
少
を
外
国
人
客
が

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
」

　
―
―
国
別
の
動
き
は
。

　
「
ア
ジ
ア
は
中
国
、
タ
イ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
が
２
桁

の
伸
び
。
欧
州
は
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン

ダ
を
除
い
て
増
え
て
い
ま
す
」

　
―
―
今
年
は
皇
太
子
さ
ま
の
新
天

皇
即
位
に
伴
い
、
新
し
い
元
号
に
な

り
ま
す
が
、
高
山
市
は
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
新
元
号
制
定
記
念
と
し
て
、
５

月
１
日
に
高
山
祭
屋
台
の
特
別
曳
き

揃
え
を
行
い
ま
す
。
春
と
秋
の
祭
屋

台
を
一
堂
に
集
め
る
と
と
も
に
、
か

ら
く
り
実
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
」

　
「

年

月
に
高
山
祭
の
屋
台
行

事
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、

年
４
月

に
屋
台
の
総
曳
き
揃
え
を
行
い
ま
し

た
。
実
に

年
ぶ
り
の
出
来
事
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
来
の
曳
き
揃

え
で
す
。
今
後
、
い
つ
行
わ
れ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
の
で
（
笑
い
）
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

　
「
ま
た
、
４
月

日
に
は
市
民
や

観
光
客
と
と
も
に
『
提
灯
行
列
と
手

筒
花
火
で
祝
う
会
（
仮
称
）
』
を
行

い
ま
す
。
総
勢
５
０
０
人
の
参
加
を

見
込
ん
で
お
り
、
新
天
皇
の
即
位
を

皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

　
―
―
ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
に
当
た
り
、

連
休

に
な
り
ま
す
ね
。

　「
春
の
高
山
祭（
４
月

、
日
）

の
後
な
の
で
、
ど
う
い
っ
た
動
き
が

出
る
の
か
注
目
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
長
い
と
海
外
に
行
く
人
が
多
い

で
し
ょ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
に

予
約
が
入
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
海
外
も
い
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
と

も
国
内
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」

　
―
―
２
次
交
通
網
の
整
備
は
。

　
「
高
山
を
基
点
に
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
地
に
行
け
る
よ
う
、
『
ハ
ブ

化
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
は
２
次
交
通
の
整
備
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ハ
ブ
化
は
高
山
で
の
滞
在
を

増
や
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
バ
ス

会
社
や
自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
、

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、４
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
、

濃
飛
バ
ス
が
高
山
か
ら
下
呂
を
経
て

馬
籠
（
岐
阜
）
・
妻
龍
（
長
野
）
ま

で
運
行
す
る
路
線
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
が
９
月
か
ら
、
富
山

空
港
と
高
山
を
結
ぶ
直
行
高
速
バ
ス

を
試
験
的
に
走
ら
せ
る
実
証
事
業
を

始
め
ま
す
」

　
「
道
路
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
松

本
市
を
起
点
に
、
飛
騨
、
奥
越
地
方

を
通
り
福
井
市
に
至
る
中
部
縦
貫
自

動
車
道
（
全
長
約
１
６
０
㌔
）
が


年
に
も
東
海
北
陸
自
動
車
道
と
連
絡

す
る
。
そ
う
な
れ
ば
高
山
か
ら
永
平

寺
ま
で
１
時
間
半
ほ
ど
で
行
け
ま

す
。

年
に
は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延

伸
開
業
も
あ
る
。
高
山
と
福
井
が
よ

り
近
く
に
な
り
、
観
光
客
の
選
択
肢

が
増
え
ま
す
。
バ
ス
会
社
に
は
福
井

の
業
者
と
調
整
す
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
」

　
―
―
高
山
の
ハ
ブ
化
を
に
ら
ん
で

ホ
テ
ル
建
設
も
増
加
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
す
。

　
「
す
さ
ま
じ
い
く
ら
い
で
す
（
笑

い
）
。
昨
年
は
ワ
ッ
ト
ホ
テ
ル
＆
ス

パ
、
た
び
の
ホ
テ
ル
、
今
年
３
月
に

は
ホ
テ
ル
呉
竹
荘
が
相
次
い
で
開
業

し
、
今
後
も
ウ
ッ
ド
フ
レ
ン
ズ
や
東

急
ス
テ
イ
の
開
業
が
控
え
て
い
ま

す
。
大
小
合
わ
せ
る
と
こ
こ
数
年
で


軒
ほ
ど
が
新
規
開
業
し
、
客
室
も

一
気
に
千
ル
ー
ム
を
超
え
ま
す
」

　
―
―
供
給
過
多
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
増
え
、
客
室

が
足
り
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
客

室
増
は
歓
迎
で
す
。
問
題
は
人
手
不

足
で
、
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
課
題
で
す
。
引
き
抜
き
と
い
う

事
態
に
な
れ
ば
既
存
の
施
設
と
新
規

業
者
の
軋
轢

あ
つ
れ
き

も
出
て
き
ま
す
。
秩
序

あ
る
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。ま
た
、

市
内
の
小
さ
な
旅
館
は
外
国
人
比
率

が
高
く
、
１
泊
２
食
か
ら
１
泊
朝
食

付
き
に
か
え
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
業
態
変
化
が
ど
ん
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
こ
こ
数
年
で

高
山
観
光
も
変
貌
を
遂
げ
そ
う
で
す

が
、
歴
史
や
伝
統
文
化
な
ど
高
山
の

良
さ
は
な
く
し
て
は
い
け
な
い
。
し

っ
か
り
と
観
光
客
に
伝
え
て
い
く
努

力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
て
い
き
ま

す
」

　
―
―
常
々
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
活

性
化
が
課
題
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

現
状
は
。

　
「
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
広
が
る
奥

飛
騨
温
泉
郷
は
日
本
屈
指
の
山
岳
景

勝
地
に
も
近
く
、
雄
大
な
自
然
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
五
つ
の
温

泉
地
が
点
在
し
て
お
り
、
『
自
然
と

温
泉
』
を
テ
ー
マ
に
集
中
的
に
誘
致

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
知
名
度

も
徐
々
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
素
晴
ら
し
い
観
光
素
材
を
ま
だ

生
か
し
切
れ
て
い
な
い
」

　
「
昨
年
初
め
て
『
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

を
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
平
湯
温
泉
エ
リ

ア
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
も
６
月

に
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
温

泉
郷
全
体
で
取
り
組
め
れ
ば
い
い
。

手
を
挙
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　
―
―

年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
い

え
ば
。

　
「
市
と
観
光
情
報
の
一
元
化
を
話

し
合
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
う
や

く
合
意
で
き
ま
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
機
能
を
当
協
会
に
移
行
し
、

協
会
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。
情
報
発
信
機
能
を
強
化
し

な
け
れ
ば
地
域
間
競
争
に
後
れ
を
取

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
粛
々
と
作
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
早
い
時
期
に
ア

ッ
プ
し
た
い
」


